


２）操業実態調査 伊勢湾沿海漁業協同組合にて経営

体数，操業期間，籠目合，籠数に関して聞き取り調査し

た。操業者数は，四日市，鈴鹿市，鳥羽磯部が多かった

（表３）。籠の目合いは18節が湾内籠業者の約50％を占

め，使用籠数は100～300個の地区が多かった。

３）改良漁具試験 18，16，15および12節の異なる

目合いのアナゴ籠を用い試験操業した。目合いの拡大に

伴い25TL㎝未満の漁獲尾数が減少した一方（図３），そ

れ以上の個体の漁獲尾数も減少し，計６回の試験操業を

合わせた各目合いの漁獲割合は18節の漁獲尾数の73％

（16節），69％（15節），24％（12節）であった（表４）。

４）マアナゴ葉形仔魚混獲調査 イカナゴ漁にて混獲

される葉形仔魚の種査定を行うとともにPAM/TM比に

よる変態ステージ区分を行い，時期および海域別の出現

状況を調査した。測定した2,037個体のうちマアナゴ葉

形仔魚は2,036個体であった。各変態ステージの出現率

より伊勢湾南部で操業する漁船が入港する答志地区では
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表３ 伊勢湾内におけるアナゴ籠漁業に関する諸知見

図３ 改良漁具試験で漁獲されたマアナゴの全長組成

表４ 改良漁具試験操業で漁獲された目合い別のマアナゴ漁獲尾数



伊勢湾中・北部で操業する漁船が入港する白子・白塚に

比べ変態後期および変態個体の出現が早く時期から確認

された（表５）。
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表５ 白子，白塚および答志漁港におけるマアナゴ葉形仔魚の変態ステージ別出現割合


